
夢見ヶ崎動物公園動物介在教育等ニーズ調査業務委託 プロポーザル実施要領 
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１ 目的 

  昭和 25 年に加瀬山の豊かな緑を活かして開設した「夢見ヶ崎公

園」では、本市が政令指定都市になった昭和 47 年に動物の飼育・

展示を開始し、昭和 49 年に「夢見ヶ崎動物公園」（以下、「動物公

園」という。）と通称を改めました。その後、平成 30 年３月に策定

した「夢見ヶ崎動物公園基本計画」（以下、「基本計画」という。）

に基づき、魅力と賑わいづくりに資する取組を進めており、子ども

から高齢者まで幅広い世代が楽しめる市内唯一の動物公園として、

現在も市民や地域に愛され続けています。 

本業務では、基本計画の目指すべき将来像である「わくわく、ふ

れあい、みんなでつくる動物公園」の実現に向け、動物に五感でふ

れあう場を創出します。加えて、全国都市緑化かわさきフェアを契

機とした、動物公園の柔軟な利活用及び動物公園の再整備の機運醸

成に向け、動物介在教育のニーズの有無は動物公園におけるコレク

ションプランや管理運営方針等にも密接に関わることから、動物公

園において動物を介在した教育機会を継続して提供することによ

り、子どもが他者への思いやりの心を育み、命に対する尊敬の念を

持ち、身の回りの自然環境にも配慮ができるようになることのニー

ズの把握を目的とします。 

この要領は、高い業務意識に加えて、動物の力を借りて健康づく

りや情操教育を行うことのできる幅広い知識と経験を保有し、地域

包括ケアシステムと連動した、動物公園における“動物とのふれあ

い方”を具現化できる事業者を公募型プロポーザル方式により選考

するため、次の通り定めるものです。 

 

２ 主な業務概要 

（１）件名 

   夢見ヶ崎動物公園動物介在教育等ニーズ調査業務委託 

（２）履行期間 

契約締結日から令和７年３月 21 日まで 

（３）履行場所 

  川崎市幸区南加瀬１丁目２－１ 

（４）主な業務内容 

   ア 動物介在教育等運営業務 

イ 動物介在教育等ニーズ調査支援業務    

（５）事業委託料（参考） 

  事業委託料は、次の金額を上限とします。 

4,433,000 円（消費税額及び地方消費税額を含む。） 
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３ 参加資格 

参加を希望する者は、次の条件を全て満たさなければなりません。 

（１）川崎市契約規則（昭和 39 年川崎市規則第 28 号）第２条の規

定に基づく資格停止期間中でないこと 

（２）川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期

間中でないこと 

（３）令和５・６年度の川崎市業務委託有資格者名簿の業種「その

他業務」・種目「催物会場設営及びイベント，運営・企画」

に登録されていること（参加申込時点で業者登録中であり、

かつ審査時点で業者登録されていれば、資格要件は満たして

いるものとする。） 

（４）川崎市暴力団排除条例（平成 24 年川崎市条例第５号）第７

条に規定する暴力団員等、暴力団経営支配法人等又は暴力団

員等と密接な関係を有すると認められる者でないこと 

（５）神奈川県暴力団排除条例（平成 22年神奈川県条例第 75 号）

第 23 条第１項又は第２項の規定に違反しない者であること 

 

４ 参加意向申出書等の配布・提出場所及び問い合わせ先 

  川崎市建設緑政局緑政部みどりの事業調整課 

事業調整担当 渡辺、佐野 

   

場 所：〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地 17 階 

  電 話：044-200-1200（直通） 

  ＦＡＸ：044-200-3973 

  電子メール：53mityo@city.kawasaki.jp 

   

受付時間：午前８時 30 分～午後５時（閉庁日及び正午から午後

１時を除く。） 

mailto:53mityo@city.kawasaki.jp
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５ 実施手順（概要） 

  受託候補者選定までの実施手順（概要）は次表のとおりです。 

内容 期間等 

参加意向申出書

提出期間 

令和６年２月15日（木）～令和６年２月22日（木） 

※午前８時 30 分～午後５時（閉庁日及び正午か

ら午後１時を除く。） 

参加資格審査結

果通知 

令和６年２月 26日（月） 

質問受付期間 令和６年２月26日（月）～令和６年２月29日（木）

午後５時まで 

質問回答 令和６年３月４日（月） 

企画提案書等提

出期限 

令和６年３月 12日（火） 

※午前８時 30 分～午後５時（閉庁日及び正午か

ら午後１時を除く。） 

審査 令和６年３月 21日（木）～令和６年４月４日（木）

のうち、指定の日時（予定） 

受託候補者選定

結果の通知 

審査日から２週間以内を予定 

 

 

 

 

 

６ プロポーザル実施要領及び仕様書等の公表 

（１）公表方法 

プロポーザル実施要領及び仕様書については、「入札情報か

わさき」へ掲載します。なお、参加意向申出書（様式１）及び

質問書（様式２）の様式についても併せて掲載します。 

（２）公表開始日 
    令和６年２月 15 日（木） 
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７ 参加意向申出書等の提出 

本プロポーザルに参加を希望する者は、「３ 参加資格」を確認の

うえ、次の書類を提出期限までに、持参又は郵送（書留郵便等の配

達記録が残る場合に限る。）により１部を提出してください。 
（１）提出期間 

    令和６年２月 15 日（木）から令和６年２月 22 日（木）まで 

（郵送の場合は令和６年２月 22 日（木）必着） 
※受付時間：午前８時 30 分～午後５時（閉庁日及び正午か

ら午後１時を除く。） 
（２）提出場所 

「４ 参加意向申出書等の配布・提出場所及び問い合わせ先」

に同じ 
（３）提出書類 

    参加意向申出書（様式１） 
（４）その他 

    提出書類に基づき参加資格を確認後、提案資格確認結果通知

書を電子メールで送付します。提出書類を郵送する場合には、

電話又は電子メールにて担当宛てにその旨をご連絡ください。

なお、配達記録に係る資料の提出を求める場合があります。 

８ 質問書の受付・回答 

（１）受付方法 
    質問書（様式２）に質問内容を記載し、「４ 参加意向申出書

等の配布・提出場所及び問い合わせ先」の電子メールアドレス

宛に電子メールで送付してください。 
（２）受付期間 

    令和６年２月 26 日（月）から令和６年２月 29 日（木）午後

５時まで 

（３）回答方法 
    令和６年３月４日（月）に、全ての参加者に対して電子メー

ルにて回答します。 
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９ 提案書等の提出 

  参加資格を有する場合には、令和６年２月 26 日（月）に提案概

要書の様式を原則として電子メールで送付します。次の期日までに、

必要書類を持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残る場合に限

る。）により提出してください。 

（１）提出期限 
    令和６年３月 12 日（火） 
    （郵送の場合は令和６年３月 12日（火）までに必着） 
    ※受付時間：午前８時 30 分～午後５時（閉庁日及び正午か

ら午後１時を除く。） 
（２）提出場所 

「４ 参加意向申出書等の配布・提出場所及び問い合わせ先」

に同じ 
（３）提出書類（下記ア～エを統合し 25 ページ以内で作成するこ

と） 
ア 提案概要書指定様式 
イ 企画提案書任意様式 

      仕様書に基づき業務を実施するための企画提案内容を

具体的に記載するとともに、提案者の持つ実績やノウハウ、

ネットワーク等を最大限に生かした具体的な手法につい

て提案してください。 
なお、企画提案書には次の項目を盛り込んでください。 

 

      (ｱ) 動物介在教育が果たす役割 
動物介在教育が地域住民や社会へ与える好影響につい

て記載してください。また、動物公園で動物介在教育を

行うことの利点・必要性を記載してください。 
      (ｲ) 提案者概要・業務実施体制等 

提案者の過去の類似業務の実績、本業務の予定担当者

の業務経歴や実施体制を具体的に記載してください。 
(ｳ) 実施内容 

  動物を介在したプログラムの具体的な年間スケジュ

ールを記載してください。また、実施に際してのプログ

ラム内容、運営体制、使用エリア等について記載してく

ださい。 
(ｴ) 動物への理解 

  教育的視点に基づき行う参加者への解説の内容につ

いて、具体的かつ動物への理解を深める視点から提案し

てください。 
(ｵ) 創意工夫 

動物を介在したプログラムに関し、仕様書に定める以

外の独自の企画、創意工夫の手法を提案してください。 
ウ 見積書任意様式 
エ 会社（団体）概要書（パンフレット等）任意様式 

（４）留意点 
ア 提出書類は PDF 化して CD 等の媒体に格納し、これを２  
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部提出してください。 
イ 提出書類はＡ４判の横向きとしてください。「（３）ア 

提案概要書」を１ページ目とし、「（３）イ 企画提案書」

以降を２ページ目から開始してください。各書類にペー

ジ番号を記載してください。なお、「（３）エ 会社（団

体）概要書（パンフレット等）」のみ、Ａ３判の横向き

とすることを認めます。 
ウ 提出書類は返却しません。 
エ 提出期限後の提出書類の差し替え及び追加はできませ

ん。 
オ 提出書類は、あくまでも業務を委託する者を選定するた

めの資料であり、企画提案書の内容すべてが契約に反映

されるとは限りません。 
カ 書類の提出後、本市が必要と判断した場合は、追加資料

の提出を求めることがあります。 
（５）その他 

    郵送で提出する場合には、電話又は電子メールにて担当宛て

にその旨をご連絡ください。なお、配達記録に係る資料の提出

を求める場合があります。 
10 審査方法 

（１）審査方法 
    審査・評価は、公正かつ客観的に行うため、夢見ヶ崎動物公

園動物介在教育等ニーズ調査業務委託プロポーザル評価選考

委員会（以下「評価選考委員会」という。）を設置し、書類及

びプレゼンテーションによる審査を行います。 
 （２）書類審査の実施 
    提出された企画提案書を審査し、評価を点数化したうえで得

点上位３位までの者を選定します。ただし、別紙「提案書評価

項目及び評価基準」における「プレゼンテーション能力」は、

書類審査において評価の対象外と致します。 
    なお、提案者が３者以内である場合には、書類審査を省略し

ます。 
（３）プレゼンテーション審査の実施 

ア 開催日時（予定） 
令和６年３月 21 日（木）から令和６年４月４日（木）

までのうち、指定の日時 
※日時は調整の上、個別に連絡します。 

イ 開催方法（予定） 
      川崎市役所本庁舎会議室における対面審査 

※詳細な方法は調整の上、個別に連絡します。 
    ウ プレゼンテーション環境 
      プレゼンテーション等に必要な機材のうち、スクリーン、

プロジェクタ以外は、全て提案者が用意してください。 

    エ 出席者 
      プレゼンテーションの出席者は３名以内とし、説明はい

ずれかの者が行うこととします。 
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    オ 内容等 
      事前に提出されている提出書類及び企画提案内容を補

足する資料に基づいて、提案説明を 20 分行い、その後、

質疑応答を 10 分程度行います（時間は変更する場合があ

ります）。 
（４）提案書評価項目及び評価基準 

    別紙「提案書評価項目及び評価基準」のとおりです。 
（５）受託候補者の特定 

プレゼンテーション審査において評価を点数化した結果、最

も高い点数を獲得した者を受託候補者として選定いたします。

また、最も高い合計点を獲得した者が複数の場合（同点の場合）

は、次のア～ウの選考過程により最終順位を確定し、受託候補

者とします。なお、基準点を総合得点の 60％とし、提案者が１

者のみの場合については、基準点を満たした場合に受託候補者

と致します。 
なお、「（２）書類審査の実施」の過程を経た場合には、プレ

ゼンテーション審査における提案説明及び質疑応答を踏まえ

て改めて採点を実施します。この場合、「（２）書類審査の実施」

における採点結果は、最終順位の確定に影響しません。 
ア 別紙「提案書評価項目及び評価基準」（３）運営力の合

計点が最も高い者  
イ アに該当する業者が複数ある場合、経費見積額が最も低

い者  

ウ 上記によりがたい場合は、委員の協議により決定した者 

 
（６）受託候補者選定結果通知（予定）  

審査日から２週間以内を予定しています。 
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11 プロポーザル参加資格の喪失 

  次のいずれかに該当するときは、プロポーザル参加資格を喪失し

ます。 
（１）契約日前に「３ 参加資格」のいずれかの条件を欠いたとき 
（２）プロポーザル参加意向申出書及び提出書類等に虚偽の記載を

したとき 
（３）提出期限、提出先、提出方法に適合しないとき 
（４）記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないとき 

12 その他留意事項 

（１）書類作成及び提出に係る一切の費用は、参加者の負担としま

す。 
（２）提出書類及び契約手続きにおいて使用する言語及び通貨は、

日本語及び日本国通貨に限ります。 
（３）評価選考委員会により選定された受託候補者と仕様の細部や

契約金額等について協議し、協議が成立した場合には、本業務

に係る随意契約を締結します。この場合において、改めて、見

積書の提出を求めることとなります。 
（４）参加意向申出書を提出した後に辞退する際には、辞退届（任

意様式）を提出してください。 
（５）契約書作成の要否 

市指定の契約書により、必要とします。 
（６）契約保証金 

川崎市契約規則（昭和 39 年川崎市規則第 28 号）第 33 条各

号に該当する場合は免除となりますが、それ以外の場合は契約

金額の 10パーセントを納付する必要があります。 
（７）その他、業務の実施に必要な事項は、本市と受託者で協議の

上、定めることとします。 
（８）当該落札決定の効果は、川崎市議会定例会における本調達に

係る予算の議決（令和６年３月頃）を要します。 



別紙

評価の着目点 配点

・動物公園の立地、運営状況、イベント開催状況等の概要を理解しているか 10

・動物介在教育を動物公園で行うことの親和性を理解しているか 10

・本市や他の自治体等での類似実績が十分と判断できるか 5

・業務を円滑に実施できる人員が配置され、役割分担が明確かつ適切であるか 5

・全国都市緑化かわさきフェアの周知・誘導及びプログラムの継続性を加味した実施スケジュールを提案して
いるか

10

・教育的視点に基づき行う参加者への解説が、具体的かつ動物への理解を深められる内容となっているか 10

・開催する時期、曜日等で変化する参加者数・参加者のニーズに柔軟に対応できるプログラムを提案している
か

10

・プログラム実施時における参加者の誘導経路・滞留範囲等が明確で、安全対策が図られているか 10

・使用する動物の負担軽減を目的として、動物の休憩場所、動物の稼働・休憩サイクル及びその周知につい
て、具体的な手法を提案しているか

10

２）
　創意工夫

・動物を介在したプログラムに関し、仕様書に定める以外の独自の企画、創意工夫の手法を提案しているか 10

３）
　表現力

・企画提案書や添付資料の文章、レイアウト等が分かりやすく、伝わりやすい表現、デザインになっているか 5

・口述による提案説明が明快で分かりやすい言い回しであるか 5

100

（３）
　運営力

（１）
　理解度

        提案書評価項目及び評価基準

（４）
　プレゼンテーション能力

（２）
　提案者概要・業務実施体制等

評価項目

１）
　実現性


